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　1905年，Dienstln｝
は 母児間 の 徳環血 交流 の 問題 を論

じ，胎児血球が母体血清中の 凝集素に よ り凝集 さ れる よ

うな 組合 せ で は 子澗が起 り易い と述 べ ， 之が 子癇の 原因

で あ る と した ．

　ま た 1923年 Ottenberg ：； Tttk
， 母児間 に 血液型不適合

が あ り， 胎児麺1球が母体 に 移行す る場合は ． 母体が 免疫

さ れ，新生児黄疸や新生児出血性疾患 を起す と推定 し た．

　1939年 Levine及び StetsonO は ， 2 回 口の 妊娠で ，

9 ヵ 月の 胎児 を分娩 した 0型 の 婦人 に ， 婦入 と同型 の夫

の 0 型 血液を 輸血 して頻死 の 副 作 用 を起 した 例 を経験 し

た が ，こ の症例の 血清中 に 証明さ れ た 抗体 は ，
Lands −

telner及びWienerT〕 が Rhesus　Monky の 血球に よつ て

兎を免疫 して つ くつ た 免疫血清中の 抗体 と同
一

の も の で

あ る こ とが わ か り
「」）

7 こ 丶 に Rh 式血 液 型 因 子 に よ る 同

種免 疫 の 問 題が注 目さ れ る様 に な っ た ．ま た Levine5）fi）

は 妊娠時 に於 ける 胎児父 系血液型因子 に よ る 母体 免疫

の 概 念 を確 立 し，新 生 児 赤 芽球 症 の 病 因 に つ い て も， 同

種免疫 が そ の 根本で あ る と し た．之等 の 研究に よ り ， A

BO 式適合輸 血 を 行っ た 際の 原 因不 明 の 事故 ，及 び 新生

児赤芽球症屯亦 Rh 因子 に よ る 同種免疫 の 結果で あ る事

が わ か り，妊娠 時 に 於 け る父 系血 液型 因 子 の 重要性 が 認

識 さ れ る に 至 り，婦入 の 既往分娩児 に 新生 児重症黄疸，

胎児 水 腫，貧 「血等 が 認 め られ た 時 は ，こ の 同 種免疫 に よ

る もの が 可成 りの 程度存在す る 事が 明 らか となっ た
S）S）・−

IZ 〕，ま た ，か S る既 往歴 を 右す る婦人 は流 甲産 の 反復 ，

或 い は 死産 の 発 生 が 報告 され て お り
5 ）9）9］13 ）”一⊥fi），母 児 問

の 血 液型不適合 の 問題は 等閑視 し得ない 状態 とな つ た．

私 は習 慣 性 流 甲産，或 い は 原因 不明 の 新 生 児 死亡 に っ い

て 従来云 われ て い た種々 原因 の 中，最も重要 と さ れ て い

た 母 体 の 梅 毒性疾患及 び 腎疾 患 を否 定 した 後，母 子 間 に

於 け る血液型不適合 の 面 か ら血 清学的検討 を加 え 若干 の

知 見 を得 た の で こ tSに 報告 す る ．

　　　　　　　　　 実験方法

　 〔1〕対象

　習慣性流早産， 原囚不明の 死産及び新生児死亡 ，或い

は 死 亡 時 に黄疸が強 くみ られ た 新生児 ， 及び剖検で核黄

疸が認め られ た小児を分娩 した 症例 の 母体血 の 中 ワ ッ セ

ル マ ン 反応施行 に よ り梅毒 を 否定 した も の に つ い て，母

子間 の 血液型不適合の 面 か ら検討を加 えた ．

　 〔皿〕血液 の 採取

　乾熱減 菌せ る注射筒を使用 し，原則 と して夫妻の 双 方

か ら肘静脈 に於て 5cc を採血 し， 37℃孵卵器に30分間静

置後，血餅 と血清が分離す るの をま ち氷室 に一
夜放置 し

て lfilneth分離し た．∫rt腋 型 の 判定 は 血球凝集反応 に よ り

行 い ，分離 した 血清 は 56℃ の 温浴槽 中に30分間静置 し非

仂 fヒして 用 い たが ， 必要 に 応 じ て 非仂化 し ない 血 清を も

用 い た．

　 〔皿〕血液型判定

　1）　血球浮遊液の 調製

　血清分離後 の 血 餅を ガ
ー

ゼ 片で包 み 細切 の 後 ， 之 に生

理 的食塩水を加 え，次で脱脂綿 に て 之を濾過 し， 遠心沈

澱 せ し め た 血 球 を 更 に 生 理 的食塩水 を 加 え て
・3 回 洗滌

（3000回 転 5 分，3 回 ）後 ， 生理 的食塩水 に 2 ％ の 割合

に浮遊 せ しめ ， 被検煎球生食水浮遊液をっ く る．

　2）　ABO 式血 液型 及 び MN 式血 液型判定

　ABO 式血 液型 判定用 血 清，或 い はMN 式血 液型判定

用血清各 1 滴 を ホ
ール グ ラ ス に と り之 に被検血球生食水

浮 遊 液 各 工滴 を加 え，血 球 凝 集 反 応 を行 い ， ABO 式血

液型 及 び MN 式血 液型 の判定を行 う．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

2− 2 母 体 血 清 中 の 血 球凝 集 素 の 検 討 日産 婦 誌 14．卷 1 号

　 3）　Rh 　式血 液型 半u定

　 Rh 式血 液型判定に際して は ， 4種 二蝋 L清 即 ち抗D ，

抗 C ． 抗 c ， 抗 E を用い て 判定を した ．血液型判定は 毛

細管判定法 に 従 っ た ．即 ち直径 1mm ， 長 さ 10cm　2）毛 細 ガ

ラ ス 管 に 抗血 清 を 約 1c 皿吸引 し ， 更 に そ の 各 ミ に 被検血

球浮遊液 をほ 玄等量 吸引 せ しめ約45°

に傾斜 さ せ．37℃

の 孵卵器 に 1 時間静置後疑集の 有無を調べ ，Rh 式面液

型 を判定した ．

　 4） 使用 せ る血液型判定 用試薬

　 ABO 式血 液型 の 判定 に は，　 「ニ チ ヤ ク」 ABO 式 判

定用 血 清 を，又 MN 式血液型及 び Rh 式血液型判定 に

は Ortho　Pharmaceutical 　Corporation， 或い は Hyland

Laboratoryの 製 品 を 使用 し た ．

　Rh 式血液型 の 表現は ，
　Fisher の 命名法 に 従 っ た ．

　　〔W 〕血清中の 抗体 の 検査

　抗体 の 検査は ， ホ
ール グ ヲ ス 法 に よ り凝集反 応 を 行 つ

て 検査 した．血清稀釈 は 倍数稀釈法 を行 い ，

一
定 の 人の

A 型及び B型 血球に対す る凝集の 度合を調べ ， 力価 は 最

終 の凝集を示 した稀釈倍数の 逆数を用い た ．検 査 に 用

い た A 型 血 球 は 著者 自身の も の （A ，MN ，DccE ） を用

い ，其の 他 の 血球も常に
一

定人 の 血球を用 い た ．B 型 血

球は B ，MN ，　D 　CC 　 ee ，0型血球 は 0，　MN ，　D 　CcE 或

い は O ，MN ，DCCee を用い た が ， 抗体 の 性状 を 検す

る に当っ て は ，血液型 を異にす るPtftの 血球をも用い て

検査 レた．

　 〔V 〕検査 方 法

　 1） 食塩水法

　妻の 血清を生理 的食塩水 ｝こ よ り倍数稀釈 を行 っ た 系 列

を つ く リジ そ の 各 ぐ に 夫，A 型 ，　 B 型 ，及 び O 型 の 各血

球浮遊液 1滴宛を加え ， 之を3τ℃ 16 ）

孵卵器 に 3G分間静置

して 凝集 の 度合を判定し，最終 の 凝集を 示 した 血 清稀釈

倍数の 逆数 を もっ て 完全抗 体 価 と した ．

　2）　ア カ シ ヤ 法

　妻の 血清 の 倍数稀釈 をア カ シ ヤ ゴ ム 食塩水液 （ア カ シ

’
ヤ ：ゴム 2g 十鯤化カ ル シ ウム 1．2g 十 〇．9％食塩 水 100
cc ）で行 つ た 系列 に夫 ，

　 A 型 ， 8 型及び O 型 の 血球浮遊

液 を加え ， 3T℃ 孵卵器 に30分間静置 して 凝集の 度合を 判

定 し，最終の 凝集を 示 した血 清稀釈倍数 の 逆数 を もつ

て ， ア カ シ ヤ 法 に よ る不完全抗体価 とし た。

　3）　酵素法

　 A 型 ，B型 ，0 型及び 夫 の 洗滌 血球各 1 滴を，そ れ ぞ

れ O．5cじの 生 理 的食塩 水 に 浮遊 さ せ ，之 に 0．1％ 酵素食

塩水液 1滴を加え，37℃孵卵器 に 30分聞放置 し，次で こ

の 酵素処理 血球を生 琿 的食塩水 で 3 回洗滌 （3000回 転 5

分 ，
3 回 ） し ， 洗滌後食塩水を除去 した 酵素処理．日tL球を

再び 2 ％ uZ 割合 に生理的食塩水 に 浮遊 させ る。妻血 清の

生 理 的食塩水に よ る 稀釈 系列 に ， 酵素処 理 」血球 浮遊液 を

各 1 滴ず っ 加え，凝集の 度合を判定 し ， 最終凝集 を 示 し

た 血清稀釈倍数の 逆数 をもっ て 酵素法 に よ る不完全抗体

価 とし た．酵素は，東京化 成 工業の Ficin （Ficus　Protei・

nase ） を使用 した ．

　 4）　酵素法十 ア カ シ ヤ法

　 妻 の 血清をア カ シ ヤ ゴ ム 食塩水液に よ り倍数稀釈 を行

っ た 系 列 に 酵素処 理 を行 っ た 血 球 の 2 ％生 食水浮遊液 各

1滴を加 え凝集の 度合を調べ ， 最終凝集 を示した 血清稀

釈倍数 の 逆数をもっ て ，酵素法十 ア カ シ ヤ 法 に よ る不完

全抗体価 とす る ．

　 5）　 ク
ー

ム ス 法

　 妻 の 血清 O．5ccに 夫 の 血球 1滴 を加え ， 37℃ の孵卵器

に 30分間放置 して ， 次で生理的食塩水 を 加 え 3 回洗滌

（ 500回 転 1 分， 3 回 ）後 2 ％血球浮遊液 をつ く り 丿 ク

ー
ム ス 試薬 を 生理的食塩水 に よ

t．t
倍数稀釈 を行っ た 系列

に 1 滴ず っ 加 え ， 37℃孵卵　』 0分静置後凝集 の 有無を

判定 した ，な お，こ の 際妻血 清中に 夫血球に対す る正 常

抗体が存在す る場合は ， 予め 唾液 よ り作成 した血 液型 物

質
鮒

を用い ， 正 游抗体 を吸収 レた 血清を用 い て 検査を行

っ た．

　 クーム ス 試薬 ぽ，Ortho　PharmaceuticaE 　Corporation

又 は ，Hyl 肥 d　Laboratory の 製 品 を使用 し た ．

　 〔II〕検 査成績

　 昭和 32年 1 月 よ り， 85年12月に 至 る 4 年間 に ， 習慣性

流早産及び原因 不 明の 新生 児死亡 ，或 い は死産を主訴 と

して 外 来 を訪 れ た 104 症例 に っ い て そ の 血 液型 を検 査

し，血清中の 抗体を検査 した．中62例は夫の 血液型 を も

調 べ ，妻血清中 の 夫血 球に対す る抗体 の 存否 を検討した ．

　1）　配 偶 者 を も含 め た Rh 式 血液 型 の分布

　 夫 を 屯含 め た 166症例にっ い て 4 種類 の 血清抗 D ， 抗

C ， 抗 c ， 抗 E を使用 して 当千葉県地方の Rh 因子の 分

布 を 調べ ．1辷が ，
DCe が

一
番多 く 5T．11 ％，次 で DCE

21。08％，DcE 　15．66％，の 順
’
ご あ り，　こ れ は 横 山

z9 ）

が

3 種類 Z）血 清抗 D ，抗 C ， 抗 E を使用 して 東京附近 の 住

民 に つ い て 調 べ 凝 Rh 表 ．現型 の 報 告 と殆 ど 同 じで あ る．

た く東京 地 方 に 於 て G．E5％ の 害Uに み ら れ た dce が 見 ら

i，IL
’S”，　D 陰

・i生二つ も の 1よ（H しC　 eei 　dd 　Cc　 ee ，　dd　 Cc　E ，　dd

ccEt
’− 1蔦であ る （表 1 ∵ ∴ ）て D 陰性 は 4 例 （中 1

例 猿 夫 ） で ， 全 症例 つ 2．4 ％ に 当っ て い る．之は 横 山
助

の 報告 し た D 陰性 墓 1．41％，小lil4L〕
の 1．2％，加来

”
’t，

の

1。2％ よ りや N 高 く，紳谷
鋤

の 3，4％ よ り低 い ．木原
s3 〕

N 工工
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・
表 　　 ユ

1配イ禺老をも含めた 166仮1ユについてのRh表王見型

3種血消蔽環型構山による％

戸　川

隴禦
驚

雛七
縻

例　数

702533

　 226

　 6

　 　t
　 1

　 ％

42 ．0515
．0619

．88
　 1201566

　 36

　 0．60
　 0，60

DC θ

＿ ＿ L＿＿＿＿
　　　　 貍

DCE

　 　 DcE

亟 ・

1dC・

5188

3424

ノ1．530

．94

1ddCcE ノ

辿 三
・ E 〆

0、00

1：1−／／．
．鎧 8／

配偶k 毛含のた163例 につし、ての矧 惺 分布

は 習慣性流早死産等 の 既往歴 を有す る 患者 並 び に そ の 家

族につ い て D 陰性 率を検討したが ・ D 陰性率は 0・56％で

あ ると云つ て お り， 更 に集 団 調査 に よ るD 陰性率はO・41

％ と して い る．か くの 如 くD 陰性率は 報告者 に よ つ て異

っ て い るが ， こ れは 対象とした集団に違い が あ るた めと

考え られ る 。著者の 検査症例で D 陰性率が 2．4％と云 う

高い 値 を示 した の も習慣性 流早死産 と云 う特殊な対象に

つ い て 検査した た め で あ ろ う．一
方妻の みの D 陰性 率 は

3例1104例で lg　x“2．9％に相当 し 比較的高い 値で あ る

が ，
こ れ は こ の 種 の 既 往歴 を有す る患者 に D 因子陰性が

多い 事を示 して い る もの と考え られ る．C 陽性 率 は 133

例， 80．12％． （S皿 ・11）・陽性率は 1ユ3例 68・Oτ％ ・ E

賜 性率 は 63例，3τ．95％であ り，横山
29
切 C 陽性郵 2・71

％ と大差は ない が ， E 陽性率 4TAI ％に くらべ て や yE

陽性 率は 低 か っ た．

　 2）　配偶者 を も含め たMN 式血 液型分布

　 MN 式エ疝腋 型 に つ い て は ，総数 163例に っ い て 検討 し

た がMN 型 82例 ， 50，3％，　 M 型 44例丿27。0％ ，　 N 型 3τ

例 ， 22．7％で木原
s3 ）

， 沖谷
49 ）

の報告 と 「xg 　x
“
同
一
頻度であ

る．MN 式血 液型因子が 母 子 間 の 免 疫 の 問 題 に 関与す る

か 否か は不 明で あ るが ， 正 常 人 血 清中に こ れ ら血 液型因

子 に 対す る抗体 が 証明さ れた 例も報告 さ れ て お り
tヨ

  こ

の 種 の 凝集素 が 患者血 清 中 に 存在す る か否 か を検討した

3− 3

が 発見 され な か っ た ・

　3） 母体血清中に 生 ず る可能性 あ る抗体

　62の組合 せ にっ い て夫の 血液型 と妻の 血 液型 と を対比

さ せ て み る と， 適合の 組合 せ は僅か 12例であ るが 不適舎

の 組合ぜ は 50例 で あ る．従 っ て 組合せ 総数 の約 8割は妻

血清 中に 夫 の血液型因子 に 対す る抗体を生ず る 可 能性 あ

る組合せ で あ る．妻血清中に生ず る可能性あ る抗体は抗

（Sma11） c 抗体 の 16例を最高 と して ，抗 A ， 抗 M 及び抗

E 各13例 が 之 に続い て い る （表 2 ）．抗D 抗体 を 生 ず る可

能性 あ る 組合せ は 3例で ， そ の 中 2例 に 抗 D 免疫抗体 が

証明さ れた が ，他 の血液型因子に対する免疫抗体は 発見

さ れ な かっ た 。

表　　 　2

生髓可能1陛嬾 毓 体 例 数　 1
抗 A

　 　 　 　 　 …

ノ3

抗 θ 10

抗 M ノ3

抗 N 7

抗 ρ 3

抗 d ノ

抗 （） 11

抗 c 16
抗 圧 13

　4）　母 体1血清中の抗 A 及び抗 B抗体

　表 3〜8 は 夫 の 血液型が妻の 血液型 に 対して 不 適合と

な る因子をあげ，そ の 因子 に対す る抗体 の 検査成績及び

血清中の 抗体 の 力価 を示 した もの で あ る．表 9及び 10は

不完全抗体価 と完全抗体価 との 関係を図示 した もの で あ

り， 縱軸 に不完全抗体価 をとり横軸に 完全抗体価 を とっ

た。図に示 した 円印は 頚1清中の抗体価 の 位置 を 示 す もの

であ る．言識 に あ た っ て は ，症例力・妊娠 し て い る場合

と， 妊娠 して い な い 場合 と に わ けて 記載した が ，非妊娠

時 の もの は検 査 時 に流早産 ， 或い は死産後 3 カ 月 以 内 の

もの を黒丸●　で 示 しそ れ 以後 の もの は 白丸○　で示 し

た．酵素法十 ア カ シ ヤ法を用い た 場 合 の 抗 A 抗体と抗B

抗体の 分布齢 ると，抗B 抗体磁 壬娠鰍 び非妊娠時共

にag 　 N
’
中央斜線 の 附近に 散在 して い る もの が 多い ．こ れ

に 対 して 抗 A 抗体は 中央斜線 か ら 離れ て 上 方 に偏 して い

る 傾向が み ら れ る ．之は 抗 A 完 全抗体及 び 不完全抗俸

が ， 抗 B抗 体 に くらべ 高い 値 を持つ て い る事を示す も の

であ り，殊 に 不 完全抗体価が 高い 値を示す事は 注 目すべ

N 工工
一Elettronio 　Library 　
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き であ る．表 11及 び 12は妻の洫 液型 に 対 して 夫 の ABO

式血 液型 が 不 適 合 で あ る 場 合をア カ シ ヤ 法で検討 した

も の であ る．抗 B 抗体 （表 工2）に つ い て は 3型 血 球，夫

血球を使用 した場合は何 れも　rs　1’中央斜線に 平行 して分

布 して い る ．抗 A 抗体 （表11）に つ い て は そ の 約半数が

中央斜線の 上 方に 偏 つ て 分布 して い る。之 は 抗 A 不完全

抗体価及び 完全抗体価が高い 事を示 し， 多少 な りと も免

疫抗体 の 性 状 をお びて い る 事が 推定 さ れ る．ま た，上 方

に偏 して い る もの は 非妊娠時 （白 丸 ○ ） の も の で あ り非

妊娠時 に於 て こ の 様な比 較的高い 抗体価 を 示 し た 症例

は ，過去 の 妊娠に 於 て 胎児1血液型因子申の 父系因子 に よ

り何 等 か の 影響 を う けた も の で は ない か と思われ る。前

述 の 検査成績 を検討す る と抗 A 抗体 と抗 B 抗体 は 乏 の 性

　　
4 ’6s “ zs

’s
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表 11　妻 の ［乱型 に 対 し夫 の 血 型 が 不 適 合 とな る場 合

　　　の 抗A 抗 体 （ア カ シ ヤ 法 ）

全 　 A 型血 球

体
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4　 褌　 64　2話 　／商 　　　　4　 ／6　 6タ　
2 厂‘ 〆o鐸

　 　 　 　 　 　 　 兇 全 抗 体

状が 異 つ て お り， 抗 A 抗体 の 中に は免疫抗体 の 性質をお
一

びて い る様に 思われ る も の が 多数見られ た が ， 母体血が．

0 型であ る場合の抗 A ， 抗 B 抗体 の 性状は どうで あ ろう

か ．こ の 事を検討す るた め検査症例 の 中で不 適合妊娠 の ．

可能性 あ る場合 の 11例に っ い て 検査 を加えた （表13）．表

14は 酵素法十 ア カ シ ヤ 法に よ る抗体価をグ ラ フ に 示 し た

も の で ， 自丸○　は夫 の 血液型 が A 型 で あ る場合の 抗体 ．

価 の 位置 を示 し．黒丸● 　は B 型 ，× 印は AB 型 の 場合

で あ る．夫が B 型 の 場合の 抗 B 抗体 の 分布 （黒丸●）を：
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　表 12　妻 の 血 型 に 対 し 夫 の 血 型 が 不 適 合 と な る 場 合

　　　　の 抗 B 抗 体 （ア ヵ シ ャ 法 ）
’
ろ

党 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●Vfvaa 寺

全 　 B 型 血 球 　　　　　　　　　 夫 血 球 　
・

徹 正 時
抗

体

t
’Oll 　 ／dU

2晶

6テ

ノ64

2Sld

タ

／94

4　 ／6　 94　2s6 　〆ク2s 　　　　 4
　　　　　　　完全粧 体

表 　 　 13

〆6　　9e　 ヱ躍 　ノe2P

下不 適 合 妊 娠 の 可 能 性 あ 砺 合 で 妻 が0 型．
症

：
1列
番

：
1
、 号 ．

夫

の

血

型

3
妻

の

血

型

II

妻 の 抗 Al 霎 の 抗 B
　凝 集 素

完 全（アカシ切

（臼o厂欲尸・ア励 ）

凝 集 素

完全 （アカシヤ）
（厂鰰 ）IF＋劭シ切

腰 の 夫血球

　 に 対 す る

　凝 集 素

13 ハθ 0128 　 r512） 32　 　 （32） 128　 （512）
（512）

ノ4 ハ 016 　 r5’2｝
（64｝

4　 　 （512）
r4）

32　 （5 壊 ）
（ノ6）

161ム　 10 ご鑢
（2°4θ冫1　 8　　 （256 ，

縦 32）

32　 〔5／2）
（12θ冫

34 θ o ノ6　　　σ28〕．128　　〔5／2｝
（64丿　r／024 ，‘256 ）　 （512）

128　 r512）
〔512 ）（8192 ）　　　　 ヒ

38B08 　 　  
（32冫　 （64｝

16　 　 （〜61
（16冫　 （256 〕

32　　〔64冫

イ5 θ 064 　 　1128♪
〔12召〕　 （512 ）

64　　（12θ1
‘12θ〕　 〔5〃 164

　 〔256 ）
θ28｝r204 θ）一一馳一一

150A0
〔64〕　 （’28冫

32　 ‘64116 　 ご32＞
　 　 　 　 　（32）　 （32 ）

64　 〔256）
σ28）　 （512＞

63 ハθ 0 　 16　 　 ‘321
．r32♪　 α28｝

ヨ　 　 ‘32 ♪

θ6丿　 ご64）
16　 　 （32冫

ぐ32）　 （12θ）

、75 θ Oi61
） 鵬

32　　（64）、
σ281 （5／2，

32　　 ‘64）

θ2θ） ご256）

7814 ．0
」　　　　　　．1＿冖　．　　−
92 β　 0

…

8　　 r16〕
r32）　 ‘1坦 ≧（12θ丿

32　 θ 28）1
‘〜28） r5／2丿1夐2δ）　（512≧」皇28）

32　　　σ28）　　16　　　　（3Z 冫

　 　 〔25ど）（64 ）　 （12θ）
54　　　（64∫「「32　　　r64 コ

　　　　　　　 （255｝

調 べ る と中央斜線の 上 方 に 偏 し て お り抗 B 完 全抗 体価 及

び 不完全抗体価 は 比較的高い 力価で あ っ た．一方 抗 A 抗

体 の 分布を み る と，夫血 球 の 凶蔽 型 に関係な く中央斜線

の fn　t 左 上方 に偏 して い る の で不完全抗体価 は 完全抗体

価 に く らべ か な り高 い 値 で あ る こ とほ 明 ら か であ る．

　　　　　　　　　　症　　例

　症例 1　 　　 　　 　　 　　　 　 ・

　須藤 か ね　29才，5 回経妊 ，
5 回経産婦

　既 往歴 に は 特記す べ き もの な く， ワ ッ セ ル マ ン 反応陰

性 ，過去 に 輸血 を うけ た 経験 は な い ．結婚 は 22才 で1953

年 9月自宅 に 於て 妊娠10ヵ 月で正 常分娩 し ， 2500g の女

児 を得たが生 後 1 週間 口頃か ら息ず か い が荒 くな り，9

口 日に 死 亡 して い る．こ の 時診察し た 医師に 問合せ た が

黄疸 の 程度 は 不 明で あ る．1955年 1 月 に は 再び2800g の

女児を自宅で分娩したが，翌 日か ら黄疸 が 現わ れ 新 生 児

は 生 後 4 口 目に死 亡 して い る （表15）．
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坐睡 嚢遮灘鑾
　 1）　1956年 1 月当 科外来 を訪 れ ， 妊Wh　9 カ 月 の診断 を

うけ た が 臨床的 に は異常 を認 め な か つ た．血 清学的検査

を行 っ た 結果，夫の 三血液型 は AB ，M ，q，DCCee ，妻の

血 液型 は 0，M ，q，DccE で あ り ， 非仂 fヒを 行わ ない 妻

血清中に は A 型血球 を可成 り強度 に 溶血 さ せ る 因子 が

あ り，非仂化 を行 っ た 妻⊥血清 の 凝集素価 を 測定す る と，

完全抗 体価 は 抗 AIC24倍，抗 B　 128倍 と可 成 り高い 値 を

示 し ， 不完全抗体価 は ア カ シ ヤ 法 で 抗 設．8192倍 ， 抗 B2
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　 表 16　症 例 1須 藤 新 生 児 第 3 回 分娩 児 ♀

妊 娠 10ヵ 月正 常分 娩 生 下 時 体 重 3430g

血 型 BMqDCCee
臍 帯．血 直 接 ク ー
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痂 剛 o　 i　 o ・2」
56倍と な り， 妻血清 の 抗 A 凝集素価が異常 に 高い 点が注

目さ れた ．且つ 妊娠10カ月 の血 清学的検査 に於て完全抗

A 抗体価は 2048倍，不完全抗 A 抗体価 は 8192倍 と云 う高

い 値を示 した ．夫 の 血液型は AB 型で妻の 血液型は 0 型

で あ るか ら出生 す る子供の血 液型は A 型 か B 型であり，

過去 に於け る新生児死亡 の際黄疸が強か っ た事及び現在

の検査成績等か ら死亡せ る新生 児は A 型 で あろ うと推定

さ れ ， 今回 の 妊娠 の 際も妊娠 10ヵ 月 の妻i血清中の抗A 抗

体価が 9 カ 月の それ よ りも上昇 し， 且っ A 型血球を用 い

て間接ク ーム ス 試験を 行 うと陽性である とこ ろ か ら妻血

清 Li
．
1に は不完全抗A 抗体が あ り， 従 っ て 今回 の 妊娠もA

型児 の 出産が 予想された ．然 しながら生れた子供 の 血液

型 1まB ，M ，q，DCCee であ り， 臍帯血直接ク ーム ス 試験

は陰性で新生児 の 血液検査所見は ほ 攴正 常で あ っ た （表

16）．分娩後 3 日 目 に 軽度の 黄疸 を認め10 日 目に最 も著明

で あっ た が IE常 な 発育 を とげ 2 週間 目に 退院 した 1

　2） 1957年 8 月第 4 回 目の 分娩をした が ， 分娩及び産

褥 の経過 は 順調であ り子供は ♀， 2920g ，
　 B 型 で あっ

た ・血 清 学 的検 査 成績 は 完全抗 A 抗体価64倍 ， 抗 B 抗体

価 ぽ 8倍で ， 不 完全抗 A 抗体価は ア カ シ ヤ 法で 512倍，

不完全抗B 抗体価 は 6．1 で第 3回 妊娠時の 抗体 価 球及び

べ 遙 か に 低 く，1，m　X
’
正 常 値 の 範 囲 内 に あ り，夫 」血 に く ら

A 型 血球 に 対す る 間接 ク
ー

ム ス 試験 も亦陰性であっ た ．

戸　川 7− 7

妊娠 9 カ 月 に 於 け る 抗 体価 も 5 カ 月 の そ れ に 比 して 大 差

な くほ 畫 正 常値で ， 新 生児は 正 常 な発育を とげ 分娩後5

日 目に 退院 した ．

　 3） 1960年 1 月 に ぽ第 5 回 目の 分娩を行い ， こ の 際も

新 生 児 血 液型 は B 型 で あ り，♀，3715gで 正 常 な経過 ｛t

と り分娩後 τ 日 目 に退院して い る．血清 中の 抗 A ， 抗 B

凝集素価 ま表15に 示 す如 くで あ るが ，こ の 際 の 凝集素価

の 消長は 不完全抗 A 抗体 価 は 第 4 瞬 妊 娠 時 に比 して 著明

な変化は 認 め られ な かっ た が ，不完全抗 B 抗体価 は 前回

妊娠時 に比 して や y 高い 値 （ア カ シ ヤ法で第 41亘1妊娠時

には32倍で あ る が，今 回 では 256倍とな っ て い る ）を 示

して い た．今 回 は 産褥第 1 日 と 5 日 目の 母体血清中の 凝

集素価 にっ い て も検討を加え た が ， 産褥第 1 日 の不完全

抗 B 抗体価 は ア カ シ ヤ 法，Ficin 法及 び 両 者 の 併用法 の

い ずれ に 於て も妊娠10ヵ 月に 検査 を行つ た 不完全抗B 抗

体価 に くらべ 抗体価の 低下が認 め られ ，産褥 5 日 目の 不

完全抗B 抗体価 は，妊娠 10カ 月 の そ れ よ りも上 昇して い

る。本症例の第 4 同 目及び 5回 目の 妊娠時 の 母体血∵中

の抗A 抗体倆 は ほ 女 正 常 の範囲内に あ るが ， 第 5回 妊娠

時の 抗 B 不完金抗体価は第4 回 妊娠時 に比 して や S 高 い

値を示 して い る．こ れ は第 3 回 以降の 出産児 の 血液型が

す べ て B 型で あ る た め ， 或い は B 型 物質に よ る免疫 をう

けた の ではなか ろうか と推定 され ，今後の 母体血 清 中の

抗体価 の 妊娠特の変化が 注 N さ れ る。ま た ， 第 5回 妊娠

時の分娩前後に於け る抗体価 の消長 は 興味あるもの で あ

り， 産褥第 1 日 目に 低下 した 抗 B 抗体価 は 5 日 目に は上

昇 して お り， こ れは 不適合輸Jf［1の際起る血清 中の 抗体価

の消艮に類似す る もの と思 わ れ，分娩ll寺に於け る母体創

面から胎児血液型物質が 母 体側 に移行 した結果 と考え ら

れ る．

　 症例 互

　安藤幸　36才　 4 回 経妊　 4 回経産

　過去4 回 の 妊娠は い つ れ も妊娠10ヵ 月，罠常分娩であ

っ た が新生 児 は い つ れ も分娩後48時間以 内に 強度の黄疸

を起 し， 生後 3〜 4 日 で死亡 して い る．今回 検査対象 と

な っ た の は 第 5回 目 の 妊娠で あ る ．1959年 4 月当科外来

に て妊娠 5 カ 月の 診断をうけた が ， 同時に施行 した ワ ッ

セ ル マ ン 反応陰性，血液型 は B，N ，ddeeE で血 清学的

検 査 の 結果患者血清 中には 患者とABO 式血液型が 同 型

である B 型血球及び O型血球 を凝集する完全抗体及び不

完全抗体 が 存在 し， しか も酵素法 十 ア カ シ ヤ 法 で は 1024

倍 と云 う高 力 価 の 不 完 全抗 体 が 存在 し た が ，過去 に 輸血

の 経験は な い （表ユT）．妊 娠 9 カ 月 の 検 査 では夫 は B ，M ，

N 工工
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表　 　 17

母 体 血 清 中 の 血 球 凝 集 素 の 検 討

症例 ユ 守藤　 36才 回彊 徊 嫉
9 血 液 型 B　 M 、 D　 cee

の 血．・型
．

B 、N 　 鼠 c じ E
既
狂
婬一

盆

！
　

Z
　

34 弘 。 婿 正 常分娩

　　　　　分娩 糾 餌 内 に 死 亡

5 ヂo γ 月　　浄 ／蕊 　　　　 疽 田 †
噛

畷壬　 ∫ ア 珂　 　
・
妊 娠 9 ケ 月

　　　　 、1Dを醤 7

1
血 鯉 鯛 醒 頭 陶 鯛

厩 特っ　　　匪持 つ

鍵 餝 o型繍
’1

罐

｝帝幽 ．・ 鮒　　　　　　　　2 （8丿 320 鮒

　 　 　 　 　 　 　
．1

紹 ・鵬 鰡 i醜 1嫌
工

2 砕メ幺 ご8 ）

　 　 　 1

國 岡 陶 衂
　 　 　 …

Dccee ，で 妻 の 血 液 型 に対して 不 適 合 と な る 因 子 は M

と D であ り， M 因子或 い は D 因子に よ る1司種免疫 が 疑わ

れ た．そ こ で D 因 予を有 しM 因子を含 ま な い B 型 血 球及

び 0 型 煎 球 蓬作用 さ せ た とこ ろ 妊娠 5 ヵ 月の 血清検 査 に

於け る と同様 ， 低力価 の 完全抗体及び高力価 の 不完全抗

体 が存在す る事がわ か っ た．既往分娩児死亡の 際 の 病歴

及 び 母体 の 血液 型 が D 因子陰性 （Rh 因子陰性），
H、っ 母

体血清中 に D 因子 を含む1血球 を 凝集す る 完全及び不完全

抗体が存在す る 事 か らして ，妻血清 中の 抗体は 抗 D 抗体

で あ り，過去 に死亡 せ る新生 児は D 因 子 不適合 に 基 く新

生 児重症黄疸と推定され た．ま た妊娠 9 ヵ 月に 於 け る検

査では 抗 D 不完全抗体価 は 妊娠 5 カ 月 の そ れ と比較 して

上 昇して い る傾 向が 認 め ら れ る点 か ら今回の 妊娠 ts　D 因

子陽性 児妊娠 の 可能性 大であ り，新 生児は 再 び 過去と同

様 の 転帰 を と る こ とが 予想 さ れた ．再 三 の 警告に も拘わ

らず 患 者 の 無 理 解 の た め 9 ヵ 月 以 降 来 院 せ ず ，以 後 の 検

査は 行 い 得な か つ た ・患者 は 自宅分娩 を行 い ，分娩経過

は 順調で あ っ た が新生児は過去 4 回と同様な経過をとり

生 後 5 日 日に 重症黄疸で死 亡 し た．以上 の 検査成績及 び

臨床経過 か ら見て 検査対象 と なつ た 第 5回 目 の 妊娠 も亦

D 因子不適合児妊娠 と推定 された ．

　症例 亜

　小 堀和子　31才　8 回 経妊　 3 回 経産婦

　過去 に輸 血 を うけ た 経験は ない ．結婚は 20才で翌年成

熟 正 常児を分娩 して い る が ， こ の 子供 は 現在健在 で あ

る．患者は 妊娠 3 カ 月 の 人 工 中絶の 他，5 回 に 亘つ て 流

早産 を反 復 して い るが，1960年 2 月 （第 8 回 日の 妊娠）

に は 2300gの 生児を分娩 したが ， 生後 3 口 目頃か ら次第

に黄疸 が つ よ くな り10日 目に 死 亡 した．検査 の 対象 とな

日産 婦 誌 14卷 1 号

っ た の は 第 9 回 妊娠時 の もの であ る 。1960年 7 月 当科 に

来院 し妊娠 3 ヵ 月の 診断 を うけた ．夫 の 1血液型は AB ，

MN ，　D 　CC 　ee ， 妻の 血液型 は；B，　MN ，　dd　Cc：E ， ワ ッ セ

ル マ ン 反応陰性 で妻血清中には B 型 及び oaVJ血球 を凝集

す る不 完 全抗体 の 存在 が 証明 さ れ た （表18）．

表　 　 18

．症 例
1
　　 二　月、堀 細 手 　3け　言画 蚤妊 　3回 逢

．
羞

夫 り 血 頚 ヨ 1AB 　　 M 卜J　　　 D　CCe 巳屮　　　　　　　　　　　　L
雪
．

の 血 ∫蝿 胆 B　　　　卜／ 1 卜」　　　　託此　C　（L　E
　1・r　　 〜 右士 ID 厩 正

．黄 分 漁　 　　 健 在
眈

气二？ 女壬 ヨ 　 　 　左 工 中絶

3 妊 　3 匠1　 　 自 然 琉 臺

L亠

妊

ひ

4 ．
妊 ヲ 月　　　自 黙 早 毒　　璽症　疸 ダ 日 后 死 匚

5 妊 6 目　 　 自然 流 崖

6 女壬　，σP　 　 自 ．智 死 産
ア 妊 3 昌　 　 自魁 琉 逢

　　
凵
厂19 婁乙　／o　　　　正 ’」’

分 　　　屯 症 黄・「赴 μ 巳 危 尹E 亡

9 士　・ア 目 末　　自躰
IE 二　　合 回 ｝

・
妊 1’

「匹　　 週一　　 妊 坊k26 避．　　死 藍台産擁 2 日

抗

本

面

A型血琉靄 景瓢 姦A哩
1
血球

D
蜜孀毒蘇 催 鎌 D

龜鋤 聽最
，．‘6

’
占〉

僻）‘6 
5 ぐの

（雰〉（∫6）

じ 〔的 64 ‘．「抑 o ω

‘r6）llr6）（1厂z8）岡 臼2 ）〔6勾

σ ‘の ／6 θ勾 or の

β2）（訟 ）1衂 側 rの 

oro ）

／6）〔3ヱ）

　妻の 血 液 型 に対 して 不適合 とな る夫 の 血液型囚子 ぽ

A 。D ，e，で あ る．妻の 血清中 に含 ま れ る 不完全抗体 ぽ B

型 及 び 0 型 の皿1球を凝集す る とこ ろか らA 型因子に よ る

同種免疫は
一

応否定さ れ て 然 る可 きで あ る．そ こ で D 因

子 を 持 ち e 因 子 を持 た な い B 型 及 び 0 型 の 血 球 を 妻血清

に作用 させ た が ， や は り不完全抗体が 証明 され た．従っ

て こ の 抗体 は A 及 び e 因子 に 関係な く抗 D 不完全抗体 と

推定 され た ．過去 に 於け る 流早産の 反復 ， 妻が D 因子陰

性 ，夫血 球 に 対す る 間接 クーム ス 試鹸が陽性 の 点か ら考

え て 前回 （第 8回 目の 妊娠）の 新生児死 亡は D 因子不適

合児妊 娠 に起因す る 重症黄疸 の 為 と考えら れ ， 第 9 回 妊

娠時 （今 同 ）の 妊娠 26週 に行 っ た血清中の 抗 D 不 完 全 抗

体 価 は 妊娠11週 の そ れ に 比 して ⊥ 昇の傾向が み ら れ ， 今

回 も亦 D 因子不適合児妊娠 の 可 能性が 強 か っ た の であ る

が 妊 娠28週 口に 自宅 に 於て 死産 した ．産褥 2 口 日の 母 体

血清 中に は32倍 の 抗 D 不完全抗体 を証明 し ， こ の 抗体倆

は 妊娠26週 の 抗体価 に 比 して や x 減少 の 傾向が 認められ

た．

　　　　　　　　　　考　　按

　1）　患者の み の 血 液 型 に っ い て 云 え ぱ ABO 式 血 液型

に於 て A 型 は 37例 ！104例，　35。5T％，　B 型 は 28例 1104

イ歹叮，　 26幽92％ ，　（）型 セま29イ歹Ui　104｛歹1，　27．88％ ，　AB 型

は 10例1104例 ， 9。62％ で B 型 が や 丶 多い 様で あ るが ，

之 は A 〕30 式 血 液 型 分布 の 地 域 的差異 に基 くもの で あ ろ

う．MN 式血i夜型 の 頻度｝ま M ）丁型 51イ列！101例，　50．49

％，M 型 27例1101例，26．73％，　 N 型 23例t／01例，22．78
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％とや 丶 N 型 の頻度が高い が b9　X
“
日本人 の 平均値と同

一

で ， 対象例の 特異的 な数値は認 め難い ．患者の Rh 式血

液 型 の 頻度 に っ い て 検討 を加 え る と，D 因子陰性率は 3

・
例’104例，2。88％ ， C 因子陰性率23例1104例 ，　22．12

％， （S加 a1D 　c 因子陰性率43例llO4例 ， 41．35％ ．　 E 因

子 陰性 率62例 11e4例，59．62％で 日本人 の 平均陰性率
29 ）

（DO ．5％，　 C　 IT．29％，（Small） c48 ．24％ ，
　 E 　 52．59

％ ） と比較す る と対象 に 於 て は D 因子陰性率が極めて 高

い こ とが 注 目 され る．対象 の 陰性 率 と平均陰性率 と を比

較す る と ， E 陰性率 が や s 高 く （59．62％ ： 52．59％ ）

次で C 陰性率 （22 ．12％ ： 工7．29％） の 順で，（Small）c

絵性率 は 逆 に 低 くな っ て い る （41。35％ ： 48．24％），こ

の 事実は我国ビ発見 さ れた Rh 式血液型 不適合に基 く免

疫抗体発 生の 順 と
一

致 して い る
49 ］

こ とは 興昧 あ る事で あ

る．

　 2） 妊娠時に於
．
て検査し．た 抗 D 抗体 の 意義　1946年

King 及び Davenportsc’〕 は妊娠 の経過 と 共に 母 体血清

中の 抗 体価 が 次第 に 上昇す る事は胎児に 対す る 影響が

あ る事 を認め ， ま た Wiener3m ｝
も母体血清中の 抗体価 と

胎 児の 病状 との 間 の 翻関関係 を認め て い るが ，之 に対す

る 反対 の 意見 もす くな くな い
8｝ 9）11 ］12 ）95 ）．症例正に 於け る

抗体価 の 消長は ， 妊娠 5 カ 月及び 9 ヵ 月で は完全抗体価

は 2倍で不変 ， 不完全抗体価は 5 カ 月に くら べ 9 ヵ 月は

2 〜 8倍の 上 昇 を 認め て い る．症例 皿に 於 け る 母体 血清

中の不完全抗体価は 妊娠 11週 に比 して 26週 の 抗体価 は僅

か な が ら上 昇して い る．症例 flの 新生児ぽ分娩後 5 日 日

に 死 亡 し，症例 皿に於 て は 妊娠28週 で死産を し た．著者が

経験 した症例は 数がす くな くこ れ を もつ て す べ て を推測

す る事 は出来 な い が ，検査成績及びそ の 転帰 か ら 考え て

一
母体血清中の抗体価 の 上昇は 胎児の 予後 と何等 か の 関係

が ある の では な い か と思われ るが ， こ の 点 に関 して は 今

後 の 研 究 に 俟 た ねば な ら ない ．ま た 母 子間に 於 て ABO

式 血液型 が 適合で母体が D 因子陰性 の 場合母体血エ清中に

抗 D 免疫抗体を生 じ易い
z9 ｝24 ）：5｝27｝31〕

と云考）れ，　Pette且ko −

fer2f） は 赤芽球症 の 新 生 児 を分娩 した 婦 人 の 85％は 母 子

墹 の ABO 式血液型は適合であっ た と述べ て い る が著者

の 経験した 症例 皿では夫 B ， 妻 B ’
ご胎児は ABO 式血液

型 は 適合であ る ．し か レ症例 皿は 夫 AB ，妻 B で従 っ て

胎児血液型は母体血液型 に対して適合の 場合と不適合 の

．場合が 起 り死産した 新生 児の血液型 も不明の た め ，
こ の

点 に関 して は不明であ る．

　 3） Rh 式血 液型因子 の 習慣性流早死産 に対す る影響

　 D 因子 に よ る同 種免疫 の 起 る時 ra2°）2 ！｝22 ）

及 び 妊娠 に 及

ぼす影響 に っ い て は種・々論議 され て い る
5）］n）12）14 〕16 ］17 ＞IB ｝

R ．K ．　Waller21） は D 因子陰性 の 有志 に 実験的 に D 陽性

血球浮遊液を反復静注 レて 抗 D 免疫抗体 が 産生 さ れ る

迄最低18週 を要す る と の べ て お リゴ ま た Chown2，｝
は分

娩後20 口 目に 母 体血清中に 抗 D 免疫 抗体 を証 明 し た例 を

報告 して い る．人為的免疫 に よっ て も抗 D 免疫抗体産生

に 18週 を要 して い る点か ら考えて ， 初 回 妊娠の 早期に於

て は胎児血液 の 絶対量もす くな い と こ ろ か ら赤芽 球 症 の

起 る可能性 は 比較的す くな い もの と思われ ， 赤芽球症 に

罹患 した子供 は 第 2 児 以 後 に 多い と云 わ れ て い る こ と は

こ れ を裏ずけ る もの であ る． Chown の 示 した 症例 で は

分娩優2G日 たっ て か ら 免疫抗体 が 証明 さ れた 事か ら し

て ，分娩 と云 う時 期が 母 子間 の 同種免疫 に 何等 か の 影響

が あ る事は推測 さ れ よ う．症例 皿に 於 て は第 1回分娩 は

正 常分娩で 2 回 目以後の 妊娠は流早死産 の 反復と云 う定

型 的 な 症 例であ る が ， 症例 旺に 於 て は 第1 子 か ら 5 子 に

至 る迄分娩後 5 日 以内 に死 亡 して い ろ点か ら 考え て ， 初

回 の分娩以前に他 の 機転 に よる 同種免疫が 行われ て い た

もの と考えられる．症例 1［，皿は 母 子間の D 因子不適合

に 基 く同種免疫 を う け た 症例で あ る．本邦 に 於 け る D 因

子陰性率は欧米諸国 の 15％ に比 して 極 め て 低 く 0．5％s3）

以下と推定 さ れ ， 従っ て D 因子不適合に 基 く同種免疫 の

症例 は稀 な も の であ る．私は 海外諸国 に 於 け る こ れ ら諸

問題に っ い て 文献的検討を加 え ， 当教室 に お ける 習慣性

流早死産を対象として 同種免疫 の 問題 に血清学的検討を

加 え たが D 因子陰性 率 は 3 例1ユ04例 ， 2．9％で あ つ た ．

こ れ は 本邦 に於 ける D 因子陰性率 0．5％ と 比較し て 可

成 り高い 値であ り， 習慣性流早死産を訴え る 息者 の 中

に は D 因子陰性 者が 遙 か に 高い 率で存在す る事を 示 す も

の であ る．ま た 3例 の D 因子陰性者 の 中 2 例に抗 D 免疫

抗体が発見 さ れ た点 か ら考えて 母体 が D 因子陰性 の 場

合 ， い か に D 因子に よ る同種免疫が起 り易い かを認識す

る と共に習慣性流早死産を訴え る患者の 中に は ， す くな

い ながらも同種免疫に起囚す る も のが 存在す る事が明ら

か と な っ た．妊娠時に於ける 同種免疫 の 問題 に は D 因子

が 最も重要な 役割 を果 して い る と考え ら れ，欧米諸国に

於て は すでに妊婦血中に D 因子 が存在す る か否かにっ い

て ひ ろ く検査が 行わ れ て い るが，本邦 に於 て は未だに実

施の 段階に 至っ て い ない ．D 因子 の 持っ 重要性 は ， 単に

妊娠時 に 於ける 同種免疫の問題に 限らず ， 輸血 に於 て も

重要 な 地位 を 占め る もの で あ り．先 人 の 轍
⊃
をふ む 事 な

か ら しめ んが為に も妊婦 に於 て D 因子 の 存否 に 関す る検

査 を早急 に 実施す る事が望 ま しい もの と思わ れ る．
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表 　　 19
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表 20 　妻 が O 型 で †L型 が 異 な る 」E 常 児 彩 分 娩 し た 際

　　　の 凝 集 素 （ア カ シ ヤ 法 ）
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　4） 患者血清中の 抗 A 及 び抗 B 凝集素

　表14に も示 さ れ る如 く0 型婦 人 の 場 合，た とえ 夫 の 血

液型が B 型 で あっ て も抗 A 抗体価 は 比 較的高 い 値 を と

る．又 症例 1 に 杢 示 さ れる 如 くB 型児妊娠 の際に 亀既往

反応類似 の 反 応 に よ り抗 A 抗体価 が 巳昇した 例 を の べ

た ．

　 こ S に 若干 の 症例 をあ げ て こ の 問題 に つ い て 検討を加

え て み た。表 19に 示 さ れ る症 例 は 習 慣性流早産或 い は 死

産 を 起 した 症 例で は な く．妻が 0 型 で而 液型が異な る正

常児を分娩 し た際の分娩時 の 薗L清中の 抗体価 につ い て 検

討 を加 え た もの で あ る．9例 中 3 例 は B 型 児 妊 娠 で 6例

は A 型児妊娠であ る．表20は 抗 A 及 び抗 B 抗体 を図 に 示

した も の で あ るが ，A 型 児妊娠 の 場合抗 A 不 完全抗体価

が ゑ 昇 して い る の が 見 られ ， 同時 に 抗 B 凝集素 に つ い て

も 不 完全抗体価 の 上 昇が 認 め ら れ る．之 は 抗 A 抗体 と抗

B 抗 体 の 共通 因子 と云 わ れ て い る所謂抗 C （Rh 式血液

型 の 抗 C では な い ）抗体の存在に よ る も の か も 知 れ な

い ．抗 A 抗体は 抗 B抗体に くらべ 総体的 に斜線の 上 方 に

偏つ て い る．ま た表 9及 び 10，及 び表 11 ， 12，U に 於て

も示 さ れ る如 く抗 B 抗 体 は 中央斜線と平行 し て 分布す る

傾向が み ら れ るが ， 抗 A 抗依は 総体的に 中央斜線 の 上 方

に偏して い る 点 が 注 目され る．こ れ は抗 A 抗体 が 完全抗

体 価 及 び不 完 全抗体価共 比 較的高い 値を1寺つ て い る事 を

示 す もの で ， 多少な り と も免疫抗体 の 性質をお びて い る

事を 示 す もの で あ る．しか らば こ の 免疫 の 経過 は如何に

して 起っ た もの で あ ろ うか．Kabat3s）
は 自然界 に 於 け

』

る血 液型物質 の 存在 を示 し，之が 免疫に 関係す るの で は

な か ろ うか と述 べ ，村 上
53 ）

も亦同様 な 見解を と っ て い

る ．自然界 に於 ける A 型物質 の 分布 は 単 に人 血 球 の み な

らず 広 く分布 して お り，例 え ぽ ヂ フ テ リャ 抗 血 清 の 精製i
に 使用す る ペ プ シ ン ，悪性貧血治療 に 使用 さ れ る豚 の 製，

剤 に も存在 し，或 る種 の 細菌に は化学的 に A 抗原 に似た

抗原 の存在が 確認されて お り，こ れ ら の こ とか ら感染 に

際 して A 型 物質 に よ る 免疫 と云 う こ とが 考 え られ るわけ

であ る．ま た 麻疹 の 予防の た め成 人 血液の 筋注 が 行われ

て い た 時代 亀あ り，こ れが 異型 血 液 で あっ た 場合同種免

疫 の 起 る 可能性 が あ る事は 明 ら か であ る．

　ま た 女性 に於て は 母 子間 の 血液型 不適合 に 基 く同種免．

疫 の 問題が あ る．検査 を行 っ た 母体 血 清中の 抗A 抗 体 が

多少 な りとも免疫抗体 の 性状 を呈 して い る の は，A 型 物

質 が ひ ろ く口然界 に 分布して い る た め過去 に免疫をうけ

る機会が 多 く，そ の 上 妊娠 或 い は 流 早産 とい う免疫 を う

け る機会が 多か っ た 為 に こ の 様 な性 状 を呈 した の では な

か ろ うか と思わ れ る．ま た 自然界 に 於 け る B 型 物 質の 分

布 は A 型 物質に くら べ 分布 の 度合が 比 較的 す くな く， 従

っ て 免疫を うけ る 1穿能牲 もす くない 事カミ想定さ れ るが ，

表 14に 示 さ れ る如 く妻 が 0 型 で夫 が B 型 の 場 合抗 B 抗 体

を調 べ て み る と小 数 な が ら免疫抗体 の 性質 を 帯び た もの

が存在 し， 表20に於て もみられ る とこ ろか ら，過去 の 妊

娠或 い は 流早産時に 於け る 胎児血 液型 物質 に よ る 母体免．

疫 の 可 能性 は 否 定 し得 な い もの と思われ る．

　　　　　　　　　 結　　論

　1） 習 慣性流早産，死産或 い は 原因不 明の 新 生 児死 亡
』

を訴 え て 来院した患者 ユ04例の 」血清 に っ い て 母子間 に 於

け る 1航液型不適合の 面 か ら血 清 中に含 まれ る抗体 に つ い ・

て 検討琵加え．中62例 は夫 の 血 球 に対す る 反応 を も調 飛

た ．

　2） 検査例 の Rh 式血 液型 ，　 MN 式血液型 及 び ABO

式血 液型 を整 理 し，本学 を 中心 とす る入文地理 学的分布
’

を検 討した が ．配偶者 を も含め た D 因子陰性 率 ぽ 116讎
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中 4 例（中 1 例 は 夫），2．4％で あ り，妻 に つ い て の み 云え

ぱ 104例 中 3 例 ， 2．9％とな りこ の値は 日本人の D 因子

陰性 率 0．5％と比 較 して か な り高い 値で あ り，習慣性 流

早死 産を訴え る 患者 の 中に は ， 平均 に くら べ 遙かに高寮

に D 因子陰性者が存在す る．MN 式 血 液型及び ABO 式

血 液 型 の 分布 に 関 しては 特異な点は認め ら れ なか つ た 。

　3） 母子間 の ABO 式 1血液 型 不適合 に 基 くと思 わ れ る

免疫抗 A 抗 体 を有す る 1 例に遭遇 した ．過去 の 妊娠時 に

生 じ た 抗 A 免 疫 抗 体が 第 3回 目の 妊娠時 に ， 妊娠 と云 う

機械的刺戟 に よ り再び 母 体 中に か な りの 高力価 の抗体 と

して 現れ たが 新生 児 は B 型で正 常であっ た ．第 4 回 目及

び 5 回 目 の 妊 娠 時 に は 第 3 回 妊娠時 に 母体血 清中に証明

さ れ た 高力価 の 抗 A 不完全抗体は存在せ ず ， 新生児 は い

ず れ も B ．型 で 正 常で あ っ た・

　4）　D 因子陰性婦人は 3例 あ IJ　s そ の 中 2 例 に 免疫抗

D 抗体 が 存在 し，しか も こ の 抗D 抗体価は妊娠の 経過 と

共 に 上 昇す る傾向が み ら れ た ．中 1例は分娩後 5 日 目 に

重症黄疸で新生児 は死亡 し ， 他 の 1例 は 妊娠 28週 に於 て

死産 レ た．抗 D 抗体価 が 妊娠の 経過 と共に 上昇を示す事

は，胎児の 予後 と何 等か の 関係が あ る の では な か ろ うか

と思 わ れ る．ま た D 因子陰性婦人 3例中 2 例に抗D 免疫

抗体が証明 さ れ た こ と か ら して ，D 因子 は 妊娠時 に於 け

る母体の 同種免疫 の 問題 に 最も重要な 地位を占め て い る

もの と云 える．

　 5）　」血清学的検討 を行 つ た 症鋼に 於 て 抗A 及 び抗 B 抗

体 を比 較す る と ， 抗 A 抗体 に 免疫抗体 の 性状をお びて い

るもの が 多い と云 う事 は ，自然界 に A 型 物 質が ひ ろ く分

布 して い る ため ， こ れに対す る 免疫 を う け る機会が 多 い

とも考えら れ るが ， 現在或い は 過去 の 妊娠時 に 於け る胎

児血液型物質 に よ る 同種免疫が よ り大 な る 影響を与えて

い る もの と思わ れ る ．

　 稿 を 終 る に あ た り終 始御 懇篤 酔 御1指 導，御 校 閲 を 賜

つ た 恩師御鹵 生 雄 三 教授，本 学 法 医 学 教 室 宮 内 義之 介教

授 に 深 甚 な る謝意 を 捧 げ，直 接 御 指 導，御 援 助 を 戴 い た

本学 法 医学 教室木村康劫 教 授 に 衷 心 よ り感論 致 し ま す．

　尚 本研究 に 御 協 力 下 さっ た 富安徹 太 郎博 土 並 び に 当教 室

　員各 位 に 深 謝致 し ま す．

　　本稿 の 要 旨 は ユ961年 5 月第24回 日本 産 科 婦 人 科 学 会 関

　東 連 合 地 方 部 会 に て 発 表 し た ．
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